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2021年8月23日
日本経済新聞
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変革とスピード － 半歩先を行く 環境・耐震への取組み

■環境への取組み

２.ヒューリックの約束 “変革とスピード”による環境・耐震への取組み

■耐震への取組み

鳩山首相発言「CO2排出量25％削減」を受け、建物のCO2削減対策の検討開始

HLC本社ビル竣工、CO2排出量50％削減を達成

福島県太陽光発電所からの電力供給によりHLC本社ビルのオフサイトZEBを実現

「RE100」への加盟 オフサイトZEBから 企業のCO2排出量ゼロへ

「非FIT太陽光発電所の開発」に着手

「2030年、全保有建物についてCO2排出量ネットゼロ達成」の宣言

2009年

2012年

2014年

2019年

2020年

2021年
福島太陽光発電

1.0MW

全保有ビル(旧耐震）の耐震補強を完了
新築建物の耐震性能の割増の検討を検討開始

ヒューリック麹町ビル（免震構造：重要度係数1.5） 竣工

ヒューリック銀座数寄屋橋ビル（制振構造：重要度係数1.5） 竣工

「2030年、全保有建物震度7の地震に耐える耐震性を確保」の宣言

2008年

2010年

2011年

2021年

ヒューリック銀座

数寄屋橋ビル

(2011年竣工)



３．2030年CO2排出量ネットゼロへの取組み
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３. 2030年CO2 排出量ネットゼロへの取組み

取組
方針

[銀行店舗] [商業施設] [PPP等][オフィス］

賃貸物件（テナントによる電力消費）

自社使用電力（事業所等）

[本社等事務所] [子会社宿泊施設]

全保有建物の100％再エネ化を行い、
ステークホルダーへの環境価値の提供を実現し、ヒューリックが理想とする

持続可能な社会（脱炭素社会＆循環型社会）を目指す



再エネ設備(非FIT) 新規開発 ＋ 自社直接供給
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取組の特徴

３. 2030年CO2 排出量ネットゼロへの取組み



再エネ施設100％自社保有電源によるCO２排出量ネットゼロ化Point①

[銀行店舗]

[商業施設][PPP]

[オフィス］

賃貸物件

[本社等事務所] [子会社宿泊施設]

HLCグループ

自社利用（事業所等） 250GWh
［開発］

［保有］ ［管理運営］

自社で電源を持つことで長期的に安定した再エネ供給を実現

[年間発電量 310GWh] ＝ [年間消費量 310GWh]

消費電力

60GWh
消費電力

業務提携
業務提携

業務提携

+
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[建物][発電所]

３. 2030年CO2 排出量ネットゼロへの取組み



電力会社から再エネメニュー(既存FIT電源+再エネ証書)の購入
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一般的な取組手法

再エネ設備への「追加性」がなく国内の再エネの総量は増えない

⇒ CO２排出量は減らない
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再エネ施設の新規開発 「追加性」 へのこだわりPoint②

2024年迄 60GWh

2030年迄 310GWh
の再エネ化を図る

写真 2020年稼働 加須市発電所 容量 1.3MW

⇒年間1.4GWh 発電

CO2排出量 約 171,000t の削減新たに再エネ施設を作ることによって

2030年までに 300MW程度の発電所を新規開発

追加性
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2013年CO２排出係数 0.00551(t-CO2/kWh) 環境省 HP参照
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パネルの更新・廃棄についてその他
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【パネル】 20~25年で更新
⇒ 100％ リユース（海外での利用）・ リサイクル（金属・ガラス等）

【 架台 】 引き続き使用
⇒ 20年目以降のパネル更新を考慮した高強度な設計・材料(スチール)選定

[最新パネル]

更新

継続利用可能な

パネル

海外での

再利用
リユース

リサイクル

パーツそれぞれを

分解しリサイクル

継続利用困難な

パネル

[架台]
パネル更新後も引き続き

使用できるように
高耐久な仕様を選定

３. 2030年CO2 排出量ネットゼロへの取組み



小水力発電の新規開発 「強靭化」への挑戦その他
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●小水力発電は将来的な再エネの電源構成（エネルギーミックス）において
太陽光発電と同等以上の発電量を期待されている

●夜間に発電できない太陽光発電の弱点を補完し、安定電源となる小水力発電を太陽光発電

と組み合わせることで、電源調達の強靭化を実現する

●小水力発電の事業参入は不動産会社では国内初

●2021年5月 群馬県川場谷発電所(200kW)稼働開始

2026年までに計３件の開発を予定

川場谷発電所（取水口）
（2021年5月1日開所）
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